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第3回国連防災世界会議で仙台に残すもの
～打ち上げ花火で終わらせないために～

•災害統計グローバルセンター

Global Centre for Disaster Risk Reduction

•世界防災フォーラム（仮）

World Bosai Forum (Tentative)



災害統計グローバルセンター設置



災害統計グローバルセンター



災害統計グローバルセンターの特徴

•世界の災害被害統計データを集積

•仙台防災枠組やSDGｓのモニタリングに貢献

•各国の防災政策立案に貢献

•東日本大震災の統計・データの発信



世界の災害被害統計データを集積

各国のデータベース

A国

C国

災害統計
グローバルセンター

地方自治体の職員がデータを入力

グローバルデータベース

B国

• オフィシャルなデータソース
⁃ 各国の防災担当省庁が情報を提供

⁃ UNDPによる各国に根付いた支援

•自動的にデータを収集
⁃ 各国との合意に基づきデータを

自動的に収集する仕組みを構築

⁃ 随時最新のデータに更新



仙台防災枠組やSDGsのモニタリングに貢献

•各国でのモニタリング・報告ための支援
⁃ 統一化された報告フォーマット

⁃ 効果的なアプリケーションの提供

• UNISDRなどの国連機関への情報共有
⁃ 世界防災白書（Global Assessment Report）作成支援

⁃ 関連する国連機関のレポートへの貢献

（ESCAPのアジア太平洋防災報告書等）

⁃ 研究論文での研究成果発信



各国の防災政策立案に貢献

•防災能力向上のためのトレーニングの実施
⁃ 災害被害統計収集に関するトレーニングを各国にて実施

⁃ 災害被害統計情報の分析に関する専門的なアドバイザリー

•各国の防災白書作成への貢献（JICA）
⁃ 災害統計データベースを構築することで、各国／地域の災害の概要が
簡単なレポート（Annual Report）として出力されるシステムを構築する

⁃ Annual Reportが出力されることで、地方自治体職員の
データ入力のモチベーションにつながる



各国の防災政策立案に貢献

Annual Report
Disaster Worst 5
1.Earthquake  xx,Feb Death: x,x00 
2.Drought        xx,Aug Death: xx0
3.Flood             xx,Oct Death: x

Economic loss: xxmillion US$
4.・・・・
5.・・・・

Disaster in 2015

Comments

PhotoPhoto

Poverty and Disaster Progress on SDGs & SFDRR
SDGs
Goal X
Target A
OO% achieved
Goal Y
Target B
Achived
Target C
Bellow Target

SFDRR
Goal 1
X,XX00 person
Bellow target
Goal 2
XX,X00 person
Achived
Goal 3
X,XXX,X00 US$
Bellow Target

According to the database,  ・・・・・・
････････････････････････・・・・・・・・
・・・・・・・ is needed to by developed. 

【 レポートの内容 】

•災害被害統計の特徴
⁃ 地図上に表示
⁃ 円グラフで表示

•最大規模の災害の詳細
⁃ 大規模災害に関する情報
⁃ 写真を含めたシチュエーションレポート

•分析結果の表示
⁃ 災害被害統計と人口統計（センサスデータ）
等の関連解析
⁃ 例えば貧困と災害による死者数の関連分析

•国際枠組における達成度の評価
⁃ SDGｓの達成度の評価
⁃ SFDRRの達成度の評価

• 「Annual Report」のイメージ

出力されたレポートを組み合わせ、
防災白書の骨格が完成する

システムを構築する



関連機関との連携を強化

•日本国内の関連機関との連携強化
⁃ JICA 本邦研修、技術協力プロジェクトなどのスキームを活用した

途上国における災害被害統計に関するトレーニングの実施

⁃ ADRC 世界災害共通番号「GLIDE」の仕組みを取り入れ、共通の番号で
災害の被害状況を管理

⁃ ICHARM 水災害に関する分析のアドバイザリー

地球環境情報統合融合プログラム「DIAS」との連携

⁃ IRP 大規模災害時における災害被害統計情報の共有・連携

•国際的な機関との連携強化
⁃ UNISDR 仙台防災枠組への貢献
⁃ ESCAP アジア・太平洋地域におけるアドボカシー



東日本最震災の統計・データの発信

• ホームページ上で収集した統計・データを発信
⁃ 東日本大震災に関する被害、復旧・復興状況の統計・データを収集し

内外に発信

外部ＨＰ

外部ＨＰ

外部ＨＰ

外部ＨＰ

災害研ＨＰ/
ＤＢ

東北各県の官民災害協定

東日本大震災の海外への
データ発信はまだ少ない

東日本大震災を統計・
データで知りたい方へ

日本の災害を統計・
データで知りたい方へ

災害研オリジナル
データ



ホームページの内容

東日本大震災関連統計データベース

国、地方公共団体、経済団体等の
東日本大震災関連のデータを集約

日本語と英語で発信

集約した資料からキーワード検索

• Google検索を活用

•資料の中から、該当する資料を表示

•クリックして、関心のある資料の
PDF形式の統計資料を閲覧可能

国内統計リンク集

国、地方公共団体、経済団体等が
提供する統計データサイトの中でも有用
なものを紹介 http://www.geje-gcds.jp/ （日本語）

http://www.geje-gcds.jp/en （英語）

①

②

http://www.geje-gcds.jp/
http://www.geje-gcds.jp/en


発信する資料の中身

発信する資料を編集し、
ＰＤＦ形式で発信
（２段構成）

統計に基づいた、図表

図表のポイント、
キーワードを記載

出典元、および原資料
のデータをたどることが
できるようにリンクあり



今後の展開

•各国でのプロジェクトの実施
⁃ 当センターのデータベースに関わる基盤構築

⁃ UNISRD、UNDP、JICAとその他のパートナー機関と連携した各国への支援の具体化
⁃ パイロット国おいて当センターのデータベースと連携したシステムの構築
（インドネシア、ミャンマー、フィリピン、カンボジア、モルジブ、スリランカ）

2015年度

仙台防災枠組の
策定

災害統計
グローバルセンター

の設立 パイロット国

選定のための
ニーズ調査ポスト２０１５開発

目標採択

実施体制の
構築

Ｓｔｅｐ1

Ｓｔｅｐ2

2016年度

2017年度

2018年度以降

Ｓｔｅｐ4

パートナー機関と進捗状況に関する

ワークショップを実施

データベース
基盤構築

日本国内の
災害統計情報

関連機関との
協議パイロット国の

データベース整備
および当センター
との連携システム

の構築

Ｓｔｅｐ3

対象国を広げ、
世界展開を図る

グローバルプログラ
ムの実施 パイロット国の対象国を

広げ世界展開

順次
拡大


